











蜻蛉日記Ⅰ （上巻・中巻） 』 及び 『新版
　
蜻蛉日記Ⅱ （下巻） 』
角川ソフィア文庫（二〇〇三年）による。 『蜻蛉日記』中の に関する語句とそれに伴う形容表現を原文表記のまま抽出し、月ごとに●、和歌中に見ら たものは○で示した。そし 、それらを上巻・中巻・下巻に分けてまとめたものを、順に表１・ ２・表３とした。道綱母以外が詠んだ和歌中 見られる語句には、詠人 略記を付てある。表は旧暦で表し、一月・二月・三月を春、四月・五月・六
月を夏、七月・八月・九月を秋、十月・十一月・十二月を冬に分類するものとする。また表１に関しては、該当する雨の描写がなかった年も、全体を縮小し網掛けを施して掲出した。
本稿では、道綱母の兼家に対する心情変化と、それに伴う雨の役













































●雨（いといたく）○石上●いみじき雨●雨 ●時雨○時雨 ●雨いといたく●雨風いみじく●いみじき雨●雨●雨●雨 ●雨● （いたく）●雨いたく ●長雨 ●雨いたく●雨間●雨の脚 とのどか●雨○雨の脚
971年
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どが歌語として和歌に詠み込まれている。六月の梅雨時と九・十月の晩秋から初冬にかけての時期とに明確な分布の偏りがあり、それらは「雨」という抽象的な表現ではなく、 「長雨」や「時 」のように、より具体的な表現が多く用いられている。多少のずれはあるものの、歌材となる「長雨」や「時雨」の降りやす 時期にのみ現れる雨描写は、雨を歌材としてし 見 いなかった道綱母の視線で切り取られたものであるといえよう。
こうした特徴的な分布はすべて、歌反故などの素材をもとにして、






















《１》には、 「 「暮に来む」などやありけむ」という曖昧な表現が見られることから、歌反故などをもとに回想したものであることが分かる。和歌のやり取りの後には、それぞれ「返りごと書き へぬほどに見えたり」 「返りごとは、みづから来て紛らはしつ」という描写がある。兼家の訪問時にまだ雨が降っていたのか、すでにやんでいたのかは定かではないが、仮に後者だったとしても、雨上がりのぬかるんだ道を牛車 通ってくることに普段以上の労力を費やたに違いなく、そこ 兼家の誠意が窺えよう。さらに、六月の雨分布の偏りについてもう少し考察を加えたい。
先に「六月 梅雨時」と述べたが、厳密にいえば当時の六月は梅雨時ではない。現在では梅雨 いえば六月が思い浮かぶものであるが、旧暦の六月は盛夏であって、梅雨の真っ只中は五月に当たる 実際上巻以外に の雨が見られ のは、九七一年の鳴滝籠 における三例のみである。本来ならば雨の降りにくい時期であ たはずの六月の雨が上巻の記事に偏っているの 道綱母が季節 事象 して
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た激しい雨の描写 、九七一年に集中して見られる。下巻に頻出する「のどか」な春の雨も が初出である。また、これまで描かれてこな った冬 が中巻にのみ唯一記さ ており 九七〇年十二月、九七一年十二月の二例とも 過去の回想描写が見られる。
これまで使われてこなかった形容詞で、またはこれまで記されな
かった季節に現 た雨の描写は、道綱母が新しいものに目を向け始




















存在が発覚しただけでなく、九七〇年十一月二十二日の夜、道綱を送り届けることなく一人 道綱母邸に帰した兼家の薄情な行動に、「以前のあの人ならこんなことは決してしなかった」と道綱母は大きなショックを受ける。立て続けに起こったこれらの出来事は、夫婦仲の回復という一縷の望みとともに、その源となっていた妻としての自信さえも粉々に打ち砕き、時姫や町の小路の女と張り合っていた頃とは何もか が変わってしまったことを、彼女 思い知らせたのだろう 思う。その直後に記されたのが、 《２》 回想描写を伴う冬 雨の初出記事である。刺すように冷たい冬の雨による辛さ、厳しさが道綱母 度重なる苦悩を助長し、ありし日の「雨風 も障らぬ」兼家の姿を想起させたのだろう。
そもそも、現代に比べ雨具の発達が未熟であり、雨に一度濡れる





雨という設定の持つ力によって描かれてはいない。兼家の言動は「 に障る」ことを意識したものとはされず、道綱母の方も、訪問の有無と雨とを結びつけているわけで ない。雨は歌の題材に生かされてはいるが、兼家の訪問がその背景によって劇的に彩られたりはしな のである
⑷
。
と述べているように、回想のイメージ 合致しているとは言い難い。しかし本稿ではまず、当時「本当に愛している ならば、天候に左右されずに毎日通って来て 然である」という価値観が前提としてあったと仮定して、 《１》以前に雨風に障ることなく通っ 来ていた兼家については、道綱母がそれを当たり前だと捉えていたために取り立てて記事にされることのなかった可能性を考えたい。男が雨に障って訪れなくなったとき はじめて女はその嘆きを歌に込め贈ったのではと推測する。そのため、歌反故などをもと して成立した上巻においては、もととなる歌自体が い 上、記事 して現れようがなかったので いだろうか。よって、日記中には現れずとも、中巻において彼女が回想 「雨風に障らぬ」兼家の思い出の中には そうした日々も含ま て と考える。また 《１》の「返りごと書きあへぬほどに見えたり」 「返りごとは、みづから来て紛らはしつ」と淡白に記された事実の中で、雨の降る中訪ね 来たことを喜ぶ道綱母 誠実な愛を語る兼家との詳細 やり取り 省略されてしまった可能性も併わせて考えたい。町 小路の女の出現による苦悩や、兼家の新邸に迎えられなか 落胆を経験し 執筆
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時の道綱母には、当時確かに嬉しく感じていたはずの出来事が、素直に記せなくなっていたのではないかと思うのである。以上を、本稿における「雨風にも障らぬ」兼家像の一考察としたい。



























《４》に象徴されるように、穏やかな日差しや新たな季節の訪れを告げる鶯の声といったような春 情景は、苦悩に塗れた道綱母とって、ふりゆく我が身を浮き彫りにす ものでしかな っ 。内野信子氏も 「兼家を執拗に追っていた道綱母には、 「のどか」たるべき春の「雨」も、 「 どか」と感受するゆとりはなかった
⑸
」と指


























《５》にある、 「例のやうに心あわただしからぬは雨のするなめり。されど、とまるかたは思ひかけられず」という描写からは、望みをかければかけるほど、自らが苦しむ羽目になることに気付き、兼家に対して期待することをやめた道綱母の様子が見て取れる。それでも、中巻で激しく燃え盛った兼家への思いはそう簡単に消し去ることはできず、思いの火は彼女の胸のうちに燻り続けてい 。気を緩めれば甘い期待を抱 てしまいそうになる危うさを感じ、内心穏やかではない彼女は、 「のど 」な雨を意識することで、必死で心の平静を保とうとしているように思え のである。 「たちきれぬ執着の裏返しとして「のどか」に装うこととなろ
⑹
」と指摘する森藤侃

































































を用いるようになったことから、雨に対する描写意識の深化が窺える。また、これまで記されなかった回想描写を伴う冬の雨や「のどか」な春の雨を記す記事も出現した。冬の は、道綱母が弱気になっている時に表れる。秋の寂しさを喚起する雨とはまた違う、冬の辛く厳し 雨が傷心に沁みた だろう。中巻では、新しい愛人存在や正妻争いの敗北に激しく動揺したために、かつての甘やかな記憶に拠りどころを求め、回想描写を伴 冬の雨が目に留まったのだろうと考えられる。暖かい春の雨特有 穏やかな情趣は道綱母にとって縁遠いものであったが、あえて「のどか」に感じようとすることで、 「もう兼家の言動に心 乱さない」というポーズを示そうとしたのだろうと思われる。冬の や春の雨の出現からは、幸せだった過去と現状とを照らし合わせてその変貌 認め、兼家への執心を振り払おう する道綱母の様子が窺え 。雨 対する描写意識の深化も、そう 心情変化によってこ まで兼家だけ 向いてた意識が周囲へ分散されたために起こ た だと考察する。中巻雨は、道綱母のおぼつかない我が身への嘆きを集約、助長 ものであったようである。
執拗に「のどか」という言葉を用い、時には漢詩文表現を組み込
んで記される下巻の春の雨は、兼家への心情表出を遮ることで「今年は天下に憎き人ありとも、思ひ嘆かじ」 いう下巻冒頭の決意の固さを強調している。しかし、九七二年の春以降「のどか」な春雨は一切記されていないこと ら 道綱母の心 ら 表現ではなかったことは明白 ある。道綱母にとって「のど 」な春 雨 、
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